
昨年度より病院長補佐を担当させていただいている眼科の三田村です。徳島大学に赴任しましてから12年半が経過
いたしましたが、これまで転勤が多く一つの土地にこれだけ長く住み続けているのは徳島が生まれて初めてです。
趣味や特技を紹介するコーナーとのことでしたが、胸を張って申し上げるようなものは皆無ですので自由時間の過ごし

方を紹介させていただくしかないかと思います。実は今年で還暦を迎えましたし、昨年消化器疾患で手術を受けましたの
で、健康には注意しないといけないと思い始めていました。以前より時間を見つけてはwalkingをしておりましたが、コロナ
ウィルスの感染拡大でいろいろな意味で行動を制限していたのもあってしばらくご無沙汰しておりました。また、学会も
WEBが多くなり、先月、リアルで久しぶりにドイツの国際学会に
参加した際にはホテルと学会場の往復と広い会場の行き来だ
けで疲れきってしまうありさまでした。自分の体力の減弱に愕
然とし、これではいけないと思い立ち、以前のように朝か夕方
に時間を見つけては自宅近くの吉野川の堤防沿いの遊歩道を
3～4kmほど歩くことにしました。折しも、先日、キャンパスライフ
健康支援センターから「ウォーキングチャレンジ2022」の案内が
きておりましたが、こちらは１日8,000歩～10,000歩を目標に
walkingをして全参加者の合計歩数で地球から月まで歩くこと
を目標にするそうです。私には少々ハードルが高そうでエント
リーはしませんでしたが、いずれは何かのwalkingの催し物に
参加できればと思っております。また、数年前から家族が東京
に戻って単身赴任になっておりましたが、東京の自宅に戻った
際には自宅近くの運河沿いの遊歩道を歩くようにしています。
自宅はいわゆるベイエリアにあり東京でも住環境の良いところ
だとは思うのですが、遠く四国山地の山々や吉野川の河口付
近の川面を眺めながらの徳島でのwalkingの爽快さには比べる
べくもありません。 病院長補佐（ダイバーシティ・環境担当） 三田村 佳典

てんかんは慢性の脳の病気で、大脳の神経細胞が過剰に興奮するために、脳
の症状(発作)が反復性におこるものです。てんかんは頻度の高い病気で、100人
に1人にみられます。新生児から高齢者までどの年齢でも起こります。近年、特に
高齢者てんかんが増加してきております。高齢者のてんかんでは、けいれん以外
にボーっとしたりするだけの発作症状も多いので、認知症とまちがえられて放置
されていることがしばしばあります。てんかん発作の症状は様々で、一目でてんか
んとはわからないこともあるのです。
てんかんの治療には抗てんかん薬治療の他、てんかん外科治療、食事療法、

ホルモン療法などの特殊療法があります。一般的には、抗てんかん薬を内服する
抗てんかん薬治療を行います。薬剤抵抗性の難治性てんかん（全体の２～３割
割を占める）に対しては、外科的治療が有効な場合もあり、当センターでも積極的
に外科的治療に取り組んでおります。さらに、コロナ禍に対応し、最近、遠隔連携
診療も開始しました。
てんかんの方には発作以外に発達の遅れや行動面・精神面の問題など色々な
問題を合併している方もおられます。学校、会社、社会での問題（運転免許など）、
妊娠 ・分娩・育児の問題に遭遇することもあります。発作だけでなく、このような合
併症・問題点についてもきちんと対応することが大事です。当センターは、患者支

援援センターの協力のもと相談支援体制の構築と向上を目指しております。
徳島大学病院てんかんセンターは、平成30年、徳島県よりてんかん診療拠点機関に指定され、さらに、令和３年には日

本てんかん学会より包括的てんかん専門医療施設に認定されました。当センターは、地域医療機関、行政・福祉機関、教
育機関、雇用機関と連携して、専門的なてんかん診療および患者さんの支援に今後さらに取り組んでまいります。令和６
年3月、第11回全国てんかんセンター協議会総会を徳島大学病院てんかんセンターが主催することとなりました（ポス
ター）。皆様のご支援、ご協力を賜りたく、何卒よろしくお願い申し上げます。

てんかんセンター センター長 森 健治
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病院で取り組んでいる様々な事業についてご紹介します

三田村病院長補佐（ダイバーシティ・環境担当）に趣味や特技について寄稿いただきました

写真の説明：ドイツでの一コマ（ドイツ国会議事堂）



令和４年度新採用職員についてご紹介します

4年4月より西病棟4階に配属となりました、居村美紀と申します。当部署は循環器内科・心臓血管
外科・腎臓内科の混合病棟で、カテーテルを用いた検査や治療・ペースメーカーや植込み型除細動
器の手術、開心術・腎生検・血液透析などを必要とする患者さんが入院されています。
入職して約半年が経ち、徐々に仕事にも慣れてきました。患者さんと会話の中で、「話を聴いても
らえて安心した」と言って頂いたこともあり、忙しい毎日の中でも、看護師としての責任感を持ち患者
さんと関わることの大切さを感じています。緊張感のある現場ですが、学びが多く、充実した日々を
過ごしています。休日は家族や友人と買い物に出かけるなどリフレッシュし、オン・オフの切り替えを
意識しています。まだまだ先輩方からご指導頂くことばかりですが、ひとつずつできることを増やして
いき、患者さんに寄り添うことができる看護師として成長できるよう努めて参ります。今後ともよろしく
お願い致します。

西病棟4階
看護師 居村 美紀

令和4年4月1日より、医療技術部臨床工学技術部門に配属となりました、臨床工学技士の綾悠真
と申します。臨床工学技術部門では、新卒の最初1年間、6部署（手術室、集学治療病棟、心臓カ
テーテル室、透析室、ME管理センター、内視鏡センター）において、臨床工学技士の卒後研修があ
ります。現在研修期間中ではありますが、医療従事者、生命（いのち）のエンジニアとしての責任を
実感することが多々あります。その都度、先輩方の丁寧なご指導により、少しずつですができること
が増え、やりがいを感じております。10月から管理当直業務を開始しており、2年目以降、MEオン
コール待機が持てるように臨床業務を習得していきたいと思います。
徳島大学病院の一員として、先端的な高度医療を安全に実践するため、日常業務はもちろんのこ
とながら、研究や学会活動にも参加できるように日々努力して参りますので、今後とも何卒、宜しく
お願い致します。

ME管理センター
臨床工学技士 綾 悠真

令和4年4月より、小児外科・小児内視鏡外科に赴任しました横田典子と申します。島根大学卒業
後、徳島大学病院小児外科で後期研修をした後、徳島県立中央病院で一般外科（成人）を学び、
今年4月より小児外科に再赴任いたしました。
小児外科は、鼠径ヘルニアや臍ヘルニア等のよく知られている疾患から稀な疾患まで、新生児・
乳幼児・学童・思春期における外科的疾患の手術を行います。小児の体は成人とは異なり未熟で
あり、特徴を十分に知った上で手術前後の治療を行うことが必要です。また、成人に比べて体も小
さく、繊細な手術のテクニックが要求されます。妊娠中でしたが、体調に配慮頂きながら、病棟業務
をメインに行い、手術も勉強することができました。
現在産休中で、子育てに奮闘しています。仕事に復帰後は、子育てと小児外科医の仕事を両立し
たいと思っています。今後とも宜しくお願いいたします。

小児外科・小児内視鏡外科
特任助教 横田 典子

卒後臨床研修センター
歯科医員 喜田 悠太

令和4年4月より卒後臨床研修センター（歯科）に研修医として入職いたしました、喜田悠太と申し
ます。令和4年3月に徳島大学を卒業し、令和4年12月までかみ合わせ補綴科、歯周病科にて、令
和5年1月から口腔内科にて勤務しております。
学生時はCOVID-19流行の影響で実習時間も短かったため研修医になって初めて経験すること
が非常に多く、様々な先生方にご指導いただくことで、また患者さんより頂く優しい言葉を励みに
日々業務を行っております。
歯科医師を目指す前は企業で医薬品の研究をしておりましたが、医療従事者として勤務すること
で、改めて疾患のみならず人と向き合って仕事する難しさ、その責任の重さを身に染みて感じてお
ります。
未熟ではございますが日々精進して参りますので、今後とも何卒ご指導のほどよろしくお願いい
たします。

令和4年4月に入職し、臨床検査技術部生理検査室配属となりました、西村泰香と申します。生理
検査室では心電図や脳波、肺機能検査、終夜睡眠時ポリグラフ検査など検査部の中でも直接患者
さんと接する検査を行っています。
日々検査技師としての自身の未熟さを痛感していますが、先輩方の丁寧な指導のもと、多くの事を
学びながら、患者さんの検査にあたっています。休日は料理やランニングなどの運動で気分転換を
図っています。
まだまだ未熟ではありますが、臨床検査技師として正しい知識を持って患者さんに適切な検査がで
きるように日々精進して参りますので、何卒ご指導のほど宜しくお願い致します。

検査部
臨床検査技師 西村 泰香


